
１学年コミュニケーション英語Ⅰ 教科横断型授業 

１学年英語科 

使用教科書：Essential Reading Student Book１ Unit1 New Lives 

実施時期：１月下旬 

 

●単元の狙い（教科横断型授業のみ） 

・海外の大学や企業に進学・留学・就職するイメージを持ち、履歴書を英語で書く。 

・履歴書や志望理由書の日本語 ver.と英語 ver.の違いを考察する。 

・面接官と留学希望者のロールプレイを行い、英語の面接試験を疑似体験する。 

 

●履歴書の日本語版と英語版の違いについて 

＜生徒の意見＞ 

○日本語版にあって、英語版にないもの 

・写真・生年月日・性別・婚姻の有無・通勤時間の欄 

 

○英語版にあって日本語版にないもの 

・使用可能な言語（母国語と第２、第３外国語など） 

 

○その他の差異 

・職歴・学歴は、日本語版の履歴書は旧⇒新で書くのに対し、英語版の履歴書は、新⇒旧の順で書く。 

・志望動機は日本語版の方が書くスペースが広い。 

 

●上記の差異が生じる理由について英語でディスカッション 

＜生徒の意見＞ 

・見た目が良い人に採用が偏る可能性がある。イケメン・美人が合格しやすい。 

・人種差別の恐れがある。 

・年齢が高い人が採用されなくなる。 

・若い人は経験がないと思われ、偏見を持たれる。 

・性別で採用に有利不利が決まる可能性がある。 

・面接で聞けばよいことは書く必要はない。 

 

●まとめ 

日本語の履歴書にはほぼ統一したフォーマットがあるが、英語版にはなく、様々

な様式があることも学習した。また、近年日本でも女性の社会進出や LGBTQ

の人たちに対する配慮もあり、性別欄を設けない履歴書・願書を採用する企

業、学校が増えてきていることにも触れた。また、海外では数か国語を話せる

人も珍しくはないため、日常生活レベルで使える言語、ビジネスレベルで使え



る言語を複数持っている人もいることも学習することができた。 

コロナ禍のため、海外への短期留学やホームステイなどは困難である

が、将来的には国の枠組みを超え、グローバルな人材として活躍する

研究者を育成してくことが本校 SSHの目的の１つである。 

この Unit では、将来海外の大学や企業に進学、就職などをする際に

どのような手続きが必要となるのか、その一端を学ぶ機会とすること

ができた。 


